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事故の概要事故の概要 単位：単位：（％）（％）

年年 ＨＨ1818年年 ＨＨ1919年年 ＨＨ2020年年 ＨＨ2121年年

報告件数報告件数 １，２９６１，２９６ １，２６６１，２６６ １，５６３１，５６３ １，８９５１，８９５

医療機関からの報告件数と事故概要

事故の概要事故の概要 単位：単位：（％）（％）

療養上の世話療養上の世話 ２６．２２６．２ ３４．８３４．８ ３９．７３９．７ ４０．６４０．６

治療処置治療処置 ３４．７３４．７ ２９．９２９．９ ２４．６２４．６ ２７．９２７．９

ドレーン・チューブ類ドレーン・チューブ類 ５．５５．５ ６．１６．１ ６．７６．７ ６．１６．１

薬剤薬剤 ５．９５．９ ６．１６．１ ５．５５．５ ５．６５．６

検査検査 ５．６５．６ ３．６３．６ ４．９４．９ ３．４３．４

医療機器 ２．９ ３．６ ３．３ ２．３

人工呼吸器人工呼吸器 ７件７件 １７件１７件 １３件１３件 １３件１３件

輸液・輸注ポンプ輸液・輸注ポンプ ３件３件 １件１件 ３件３件 ５件５件

血液浄化用機器血液浄化用機器 ２件２件 １件１件 ３件３件 ０件０件

日本医療機能評価機構の調査より引用
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病室ベッドで輸液ポンプを使用中の患者さんが 夜中トイレに行くため自分でポンプ
の電源コードを抜く際に 背面にある電源スイッチを切ってしまい、気づかずにポンプが
止まった状態で朝を迎えたというものです。

医療機器が関与した事例
（事例）

幸い患者さんへの影響も無く、大事には至りませんでしたが 今後も発生が予想され
るので不安です。
電源コードの差込口上に本体の電源スイッチが付いているので 構造上の問題でも

あるのではないかとも考えています。

１）誤操作防止の面から電源部とメインスイッチ の部分が本体背面の遠い位置又
は前面に配置されています。この輸液ポンプは、この配置がされていないために

（回答）

起きたと考えます。対策として、スイッチ部にカバーを付ける対策を提案しました。

２）輸液ポンプ使用上の問題として、本来医療機器を患者さんに操作させることが問
題であると思います。電源（ＡＣ１００Ｖ）から外す時や 使用時においては、知識を
持った医療従事者が確認する必要があります。 また、 翌朝まで発見されなかっ
たことについては、ハウツーガイドで示す様に使用中の点検（時間ごと）を行なって
いれば防げたエラーであると思います。

患者さんへの説明項目

１）治療内容の理解（投与薬の必要性）

・・患者さんに積極的に治療に参加して頂く患者さんに積極的に治療に参加して頂く

（輸液ポンプの例）

積積

・・医療機器を使用する目的医療機器を使用する目的

・場合によって身体への変化があること
｛薬剤作用（輸液輸液、、点滴静脈注射点滴静脈注射、、高カロリー輸液等高カロリー輸液等））・

血管からの漏れ等｝

２）使用機器の安全性への理解

・施設として、使用する医療機器が日常点検・定期・施設として、使用する医療機器が日常点検・定期

点検を実施していることを説明し安全であることを点検を実施していることを説明し安全であることを

説明する（機器本体に定期点検実施シールの貼付）説明する（機器本体に定期点検実施シールの貼付）
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３）主要機能の説明

患者さんへの説明項目
（輸液ポンプの例）

３）主要機能の説明
・点滴静脈注射を施行する際の安全性を高めるために使用される
医療機器であることを説明する

４）アラーム（装置異常）が発生した時の対応
・使用機器に不具合が生じた場合、アラーム音と赤ランプが

点灯または点滅し安全に停止することを説明する点灯または点滅し安全に停止することを説明する
（アラームの種類は、閉塞・気泡・バッテリ・ドアオープン・流量異常・完了・エラー等）

・患者さん自身で対応せずに、ナースコール等でスタッフを呼ぶこ
とを説明する

患者さんへの説明項目

５）触れてはいけない箇所の説明（移動時の注意点）

主電源 イ チ・主電源スイッチ
輸液ポンプに電源を供給するための切り替え「輸液ポンプに電源を供給するための切り替え「ONON--OFFOFF」するた」するた
めのスイッチであることめのスイッチであること

・フローセンサー
薬液が一定時間あたり、正確な量を注入できるために測定してい
るセ サ ある とるセンサーであること

・流量設定スイッチ
時間当たりに決められた注入量を設定するためのスイッチである時間当たりに決められた注入量を設定するためのスイッチである
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患者さんへの説明項目
（輸液ポンプの例）

６）緊急時の対応（自主避難が可能な患者さん）６）緊急時の対応（自主避難が可能な患者さん）
・地震などの災害時においては、点滴スタンドが転倒し
ないように押さえて頂くことを説明する

・本体から電源コードを外す。または輸液回路を本体
から外す場合は、ローラークレメンを確実に閉め避難
することを説明する （フリーフロー防止）
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